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本書を出版した韓国の有力スタートアップである 4Gr�t との出会いは、じつは

もう 6 年近くも前にさかのぼる。当時は世界で Web サイトのアクセス解析を行

うヒートマップツールが出始めた頃で、メジャーなプレイヤーがとても少ない

中で、すでに非常に高い完成度でデータ分析ツール「Beusable（以下、ビュー

ザブル）」ができていたので、日本で販売できるソリューションを探していた私

はひどく驚いたものだが、朴さんの NAVER での経験をお伺いして納得したこ

とを今でも覚えている。

私の取り組んでいるグロースハックに関するプロジェクトへの概念的な共感

をしてもらえたこともあり、日本でのパートナーシップを築きながら一緒に仕事

をしてきたことが、本書の出版に至る契機になっている。

データ・ドリブン（データを判断の中心に置くこと）の考え方と UX 改善に

関する関心は、Adobe など世界的なプレイヤーをはじめ、多数の組織が関心を

持っていることであり、日本でもコロナ禍で後押しされた DX（＝デジタルトラ

ンスフォーメーション）ブームに乗った論調も出始めている。本書はその概念

を、あくまで Web サイトの領域にフォーカスしているものの、非専門家向けに

体現化し韓国での人気書籍になっている。その日本版へのローカライズ監修を私

が担当させていただいている。

まず本書の構成について説明したい。

第 1 章では、データ分析自体の基礎知識を習得できるものにし、心構えや有

名な AARRR モデルのフレームワークなど解説している。

第 2 章では、データ分析のためのプロセスについて扱い、全 5 段階のプロセ

ス別の推進ポイントや目標設定のとらえ方を見ていく。

第 3 章では、データ分析のための用語について記載し、PV やセッションなど

基本的な用語から計測するためのツールの全体像を扱っていく。

第4章では、ビジュアルアナリティクスツールの1つであるヒートマップツー

ルでの実際の分析ケースを扱い、実践的な構成にしている。
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第５章から最終章までにかけては応用的な分析方法や実際の事例、具体的なレ

ポート方法などを紹介している。例えば、ペルソナをデータからどう解明するか

や、A/B テストの具体的な実施方法、会社へのレポーティングのイメージなど

を共有している。巻末には用語集を入れている。

これら全体を通して、Web サイトにおけるデータ分析を中心にサービスの

UX を継続的に改善していく行為（本書でのデータ・ドリブン UX）について心

構えから詳細の分析方法までをひと通り理解できるようになっている。

基本的な数値を理解する程度であれば第 3 章まで、専業の Web サイトの担当

ならば全てご覧いただくとよいと思う。

本書の建て付けに関する補足もいくつかしていきたいと思う。まず、本書の

対象だが、特に Web デザインや Web サイトの運営に関わっているデータサイ

エンティスト「以外」のデータ初心者となっている。例えば、Web デザイナー

としてさらなるスキルアップを狙ったり、いま担当しているサービスの改善策を

見つけたいときや、駆け出しのプロダクトマネージャーなど、サービス担当とし

て日々プロダクトを成長させていく新人などに相応の書籍になっている。他にも

中小企業などで Web サイト担当になっている広報の方などにも適している。総

合職でありなから、データ分析の専門性はないが、これからその考え方を身につ

けてサービスを良くしていきたいという人々の気持ちに応えられる書籍を目指し

てみた。

次に本書の汎用性についても補足したい。本書は、基本的にサブタイトルの

通り Web サイト全般を対象にしている。しかし、一部はスマートフォンアプリ

などの webv�ew（アプリでありながら URL を読み込んでホームページ情報を

表示する部分）やイントラネット、業務システムといった他のサービスのデー

タ分析でも活かせるものになっている。データ項目を計測するツールの環境も

Google Analyt�cs などのメジャーツール他、ビューザブル以外の競合他社の

ヒートマップツールにも適用して考えられるものになっている。例では具体的

な数値の実例もあり、情報開示の観点から 4Gr�t 社のメインプロダクトである

ビューザブルと、ビューザブルの製品紹介ホームページがよく例に出てくる。そ

れはビジュアルアナリティクスツールの説明などガイドブックとしての機能を活

用する際の説明なども、ビューザブルで行っているからである。しかし、一般化
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したり、他ツールであっても同じように分析をしやすいよう意識している。

また外国語特有の言い回しや倒置・表現などは、他の洋書と同様に意味がうま

く伝わりにくい場合を除いて、あえて残している。不自然な日本語やあまり見か

けない表現もあるかもしれない。ご容赦いただきたい。

本書が Web サイトを中心とする各種さまざまなサービスの成長と改善や、エ

ンドユーザーへの素晴らしい体験価値提供をデータ・ドリブンに行える人が 1

人でも増えることを願って、まえがきとさせていただこうと思う。

片山　智弘
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推薦の言葉

UI開発チーム長であった 朴
パク・テジュン

泰俊 代表と同じ会社で働くことができたのは、

じつに貴重なご縁でした。なぜなら、朴代表はUXデザインの革新および向上の

ためのガイドラインや対策、アクセシビリティ向上の取り組みなどについて真剣

に議論し、生産的な改善案について相談ができる特別なパートナーだったからで

す。

ある日、安定した職場を辞めて起業すると聞き、さらに、業種がUXデータ

分析ソリューションサービスだと聞いたとき、正直期待より不安が大きかったで

す。それはいままで韓国国内の業界で、この業種における成功の前例がなかった

からです。しかし、朴代表の設立した「（株）4Grit（FOUR GRIT）」が、企業

向けUXの担当者として、必要な要素について工夫し続けて拡充し、韓国国内で

唯一のUXデータ分析企業に成長するのを見守ることに、大きなやりがいを感じ

ていました。

これまで4Grit は、データ基盤のUXデザインを先導する企業として、SNS

では関連コンテンツを地道にアップロードし、その分野の知識や方法論、トレ

ンドを紹介してきました。これを基に『Data-Driven UX』という書籍を出版す

ることとなり、このことは個人的にも非常に喜ばしい出来事ですが、UX業界に

とっても大きな貢献となる重要な出来事だと思います。

この『Data-Driven UX』は、データをインターネットビジネスに活用しよう

と試みる企業にとって、基本ガイドやマニュアルの役割を担うことになると思い

ます。本書はデータの基本概念とともに、データを活用する企業とUXを勉強す

る学生たちのために、基礎的な内容から詳しく説明しています。また、データ分

析に慣れてない読者のために、分析プロセスや目標を設定する段階について説明

しているので、データ分析を通じてUXデザインの改善とデータ・ドリブン文化

を定着させる革新活動に、即適用できる指針書になると思います。　　　　

あわせて、最近注目されている視覚的なWebサイト分析方法であるビジュア
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ルアナリティクスを活用する方法についても、詳しく説明しています。そのた

め、既存のページ遷移に関するデータを超え、ユーザーの行動分析やインサイ

ト導出をも可能にしています。4Grit のビューザブルソリューションを中心に、

ヒートマップやスクロールデータ、Average Fold（本書121p参照）、Path 

Plot（本書131p参照）、CTA（Call  to Action：本書142p参照）など、UX

デザイン分野に多様な活用性があるデータの意味や活用方法について、詳しく説

明されています。また、企業でデータを十分に活用するために欠かせないペルソ

ナやジャーニーマップ、A/Bテスト、分析報告書などの具体的な方法まで紹介

しています。そのため、データ分析の上達をはじめUXデータ分析のガイドが必

要な多くの方にとって、指針書になることを期待しています。

未開の地を開拓し、農作物を育てるパイオニアの姿が連想される朴泰俊代表

と、フォーグリットの社員一同の努力に賞賛を送りたいと思います。本書を通じ

て、多くの読者がデータに対してより理解し、活用することができる貴重な知見

を得ることを切に願っております。

ソウル女子大学校 未来産業融合学部 産業デザイン学科

イ・ジヒョン教授
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は じ め に

本書は、あなたの期待にお応えできるでしょうか。  

もしかしたら、当社のデータ分析ツール「ビューザブル」の広報ではないのか

と、感じるかもしれません。

なぜならば、本書の中で例として挙げているのは、主に当社が開発・運営して

いる「ビューザブル」だからです。

弊社は韓国でスタートアップとして経営をしながら、今回韓国の出版業に登

録し、出版に関するすべての業務を直接行っています。

未熟な部分も多くあるかと思いますが、特に顧客体験に限られたデータ分析に

ついてのみに絞って、かつ既存顧客の事例を中心に構成することで、UX データ

分析を扱う実践者のためのガイドとして最善を尽くしました。

それではなぜ、直接出版に至ったのでしょうか。

UX は依然として難しく、ビックデータは未だに手に負えない存在だと思いま

す。そんな中で本書では、この難しい 2 つの概念を連携させて説明しているの

で、無謀だと考える方もいるかもしれません。しかし実際はその逆であり、連

携させて説明することで、ユーザーの個性という曖昧さと主観性を基にする UX

は、ビックデータと結び付けて具体化できます。このように具体化した UX が簡

単に扱えることによって、より実質的で実現可能な領域に進むことができるので

す。

データを分析するということは、決して簡単ではありません。データを収集

し、収集したデータを計算し、その中で意味を探す一連の作業には、データに関

する知識が必要だからです。そこで本書はデータ分析の初期段階をサポートする

ために、直観的に理解できる可視化を可能にしたヒートマップを使っています。

そしてこのような顧客動向のヒートマップは「ビューザブル」だけではなく、こ

の類のツールはすべて同じかたちとなっているため、一度身につけてしまえば、

持続的に活用することができます。
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4Grit はビックデータソリューションを開発し、かつ UX ビックデータに関わ

るコンサルティングも同時に行っています。ヒートマップを通じてデータ分析の

サービス提供も行うことで、そこで生まれるデータ分析についての方法論も成果

につながっています。

また、データ分析という分野の裾野を広げるために、弊社における試行錯誤

と技術資産を共有しています。こうして理論にとどまらず、ビジネスに活用する

方法論を共有することにより、具体的な成果と効果を通して UX が一般的な常識

になるように努めるのが弊社の使命であり、最大目標です。

4Grit
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